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　仄聞するに竹中総務相が通信と放送の融合にご熱心だとか．ま，世の中はそういう風潮な

のかもね．で，その方向の特集「通信と放送の融合」を熊谷誠治にまとめて貰った．技術を
論じた後は例によって著作権問題へと話題は展開する．

　「ITスクールによる高度 IT人材育成事例について（1）」（並木美太郎）は昨年の夏のプロシ
ンでその紹介があり，さっそく書いて貰うことにした．指定校からの選抜のせいか，かなり

の手並みと聞く．高校生のプログラミングコンテスト（46巻5号）を見ても頼もしい限り． 

　12月号の「会員の広場」で地球博の要望あり．車谷浩一他の「愛・地球博グローバル・ハ
ウス統合情報支援システム（以下略）」を掲載した．五輪も万博も情報技術の支援の上で運営

されるのは常識になった．地球博では展示会統合情報支援システムなるものがあり，RFID

つき端末で情報が得られたらしい．PDAでなく携帯電話でもよくはなかったのか．

　「よりよい検索システム実現のために（以下略）」（酒井哲也）は検索結果の正解度の決め方
を論じている．「大正解」の定義に「大正解」はあるのかと思ってしまう．John Lennonが大

正解でJohnとLennonだけはおまけの正解というのは納得できるが．

　アメリカ IT事情は湯浅敬の「世界で作るソフトウェア」で，自身のプログラム作成経験を
語った．プログラムの各モジュールを地域ごとに担当すればよさそうで，そのモジュールを

世界的規模で作るのは，工学的に見ればおかしい．なにか根拠はあるのかなぁ．

　解説「量子コンピュータは公開鍵暗号にとって脅威なのか？」は小柴健史に依頼．なにし
ろ素因数分解が簡単にできると喧伝しているから，その困難さをよりどころにしている公開

鍵暗号は破綻するといわれている．しかし暗号っていろいろあるのですねぇ．敵が量子コン

ピュータで解読するなら，味方も量子で暗号を作ろうという話もあるのか．なーる．

　情報技術と医療のコラムは「医療従事者 vs 情報処理技術者：問題解決の勇者はどっち？」

というテーマで作佐部太也による．とにかく医者は特殊技術を持っている．特に外科医は凄
いと思う．情報処理技術者はあぁ凄くなれるかという趣旨だ．人体は複雑だが，ある程度自

分で治る．情報システムは壊れたら決して独りでには治らぬところに根本的な相違がある．

　子供のころ父親が「ものを大切にするには要らないものを棄てる」とよくいった．Lispの

GCと違い，要らない判定の難しいのが問題である．思いきって棄てた途端，それが必要に

なることをしばしば経験した．整理術は未踏その他でインターネットに発信を続ける高林哲
が「捨てる派の情報整理術」を書いたが万能超整理術にはほど遠い．

　遠藤諭の日本の IT事情「マッカーサ元帥とコンピュータ」にはベルリンにあるZuseの計算

機の話が登場する．Zuseは46巻9号の名著名論でもとりあげた．Konradは世界初の計算機

会社を設立，Z1, Z2, Z3など2進浮動小数点の計算機を開発した．Z1は機械式なのが凄い．

　名著名論その1は岩田覚によるFord, Fulkersonのネットワークの数理の書で，冷戦対応

として輸送力の無力化が研究の発端だったという．然り，戦争は多くの研究の種子を蒔いた．

計数工学科の図書から本書を借り出した人々の名は編集子にも懐かしく，早逝した人も惜し

まれる．その2は河野健二でマイクロカーネルを提唱したCMUのMachOSの話である．　

　Haskellプログラミングは山下伸夫が「構文解析器結合子」を書く．構文解析など自家薬籠
中のものという本誌の会員も少なくないはず．しかし本稿はモナドやMaybeを使った構文解

析なので，勝手は多少違うかもしれぬ．モナドについては3月号で詳しく説明する．(1023)
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